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●本号の特集テーマ「事業
化」「施策化」については、
「保健師国家試験出題基準　
令和 5年版」で大項目とし
て取り上げられたものの学生
や新任期にはイメージしづら
いという課題意識からスター
トしました。「事業化」「施策
化」を本誌になぞらえて理解
すると、現場の課題を基に特
集テーマを設定して、その助
けになる知見や好事例をご執
筆いただき記事とするのが
「事業化」、それを継続して定
期発行する仕組みを作るのが
「施策化」ということかと思
います。ただ、昨今は、動画
や音声コンテンツの需要が高
まっており、本誌もこれまで
とは異なる新たな事業の展開
やその施策化が求められてい
るのではないかと課題を感じ
ています。
　本特集中で吉岡氏が「施
策・事業課題の設定」のポイ
ントとして、日頃の業務や事
業において感じた疑問を周り
に投げかけて、否定的な意見
に対しても「それぞれの意見
や考え方」として受け止めて
「社会情勢を見ながら、気長
にチャンスを待てばよい」と
書かれていました。本誌も、
新たな取り組みを模索しつ
つ、社内・社外の意見に耳を
傾けてチャンスを待ちたいと
思います。今後の本誌につい
て、遠慮なくご意見をお寄せ
いただけると幸いです。

（小林）
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